
1. 2024 年度エコドライブシンポジウム開催概要 
2024 年 11 月 22 日千代田区立内幸町ホールにて、エコドライブ普及推進協議会、公益財

団法人交通エコロジー・モビリティ財団共催で、『2024 年度エコドライブシンポジウム～地

球と走ろう環境にやさしいエコドライブで～』を開催しました。 

取組事例として上越運送株式会社、株式会社利根川産業、沖縄トヨタ自動車株式会社、さ

いたま市役所から、それぞれの取組の概要、現状や成果、今後の課題などについてご紹介を

いただきました。 

(1) 開催概要 

■日 時：2024 年 11 月 22 日(金)  13:30 ～ 16:05 

■場 所：千代田区立内幸町ホール (東京都千代田区) 

■主 催：エコドライブ普及推進協議会 

公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団 

■参加者数：約 85 名 

(2) プログラム 

1) 開会挨拶 

公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団 会長 岩村 敬 

国土交通省 総合政策局 次長 大野 達 氏 

環境省 水・大気環境局 モビリティ環境対策課長 平澤 崇裕 氏 

2) 2024 年度エコドライブ活動コンクール 表彰式 

国土交通大臣賞：1 件 

環 境 大 臣 賞：1 件 

審査委員長特別賞：1 件 

優 秀 賞：6 件 

3) エコドライブの取組紹介 

① 2024 年度エコドライブ活動コンクール事業部門 

国土交通大臣賞受賞事業者の発表 

『当社のエコドライブ活動～継続そして継承へ～』 

上越運送株式会社 取締役 齊藤 三十四 氏 

② 2024 年度エコドライブ活動コンクール一般部門 

環境大臣賞受賞事業者の発表 

『エコドライブへの取組 持続可能な事業運営のためのテクノロジー活用

と SDGs の融合』 

株式会社利根川産業 取締役部長 利根川 靖 氏 

③ 2024 年度エコドライブ活動コンクール支援ビジネス・ユニーク部門 

審査委員長特別賞受賞事業者の発表 

『燃費王 ～FUN TO ECO DRIVE～』 

沖縄トヨタ自動車株式会社 平良 優之介 氏 

④ 2024 年度エコドライブ活動コンクール事業部門 

優秀賞受賞事業者の発表 

『エコドライブ活動に関する取り組み』 

さいたま市役所 主査 米澤 義徳 氏 

 



＜会場写真＞ 

会場 開会挨拶(エコモ財団) 

開会挨拶(国土交通省) 開会挨拶(環境省) 

国土交通大臣賞授与 集合写真 



国土交通大臣賞受賞事業者の発表(上越運送株式会社) 

環境大臣賞受賞事業者の発表(株式会社利根川産業) 

審査委員長特別賞受賞事業者の発表(沖縄トヨタ自動車株式会社) 

優秀賞受賞事業者の発表(さいたま市役所) 



2. 2024 年度エコドライブ活動コンクール表彰式 
○ 国土交通大臣賞 

事業部門  上越運送株式会社 

○ 環境大臣賞 

一般部門  株式会社利根川産業 

○ 審査委員長特別賞 

沖縄トヨタ自動車株式会社 

○ 優秀賞(6 件) 

事業部門 

SBS 三愛ロジスティクス株式会社 物流センター宮城第二 

F-LINE 株式会社 栃木物流センター 

石原運輸株式会社 

西濃運輸株式会社 

一般部門 

さいたま市役所 

沖縄トヨタ自動車株式会社 

 

 

国土交通大臣賞：上越運送株式会社 

 

環境大臣賞：株式会社利根川産業 



審査委員長特別賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沖縄トヨタ自動車株式会社 

優秀賞 

SBS 三愛ロジスティクス株式会社  
物流センター宮城第二 F-LINE 株式会社 栃木物流センター 

石原運輸株式会社 西濃運輸株式会社 

さいたま市役所 沖縄トヨタ自動車株式会社 



3. エコドライブの取組紹介 
(1) 2024 年度エコドライブ活動コンクール事業部門 

国土交通大臣賞受賞事業者の発表 

 

【上越運送株式会社】 

『当社のエコドライブ活動～継続そして継承へ～』 

上越運送株式会社 取締役 齊藤 三十四 氏 

＜講演概要＞ 

・ 2003 年からエコドライブ活動を開始。20 年以上継続、現在 33.3%燃費向上。 

・ 活動の主役はドライバーであるという全従業員の共通認識。 

・ 管理職からなる「環境管理推進委員会」、各支店のドライバーからなる「環境

保全活動委員会」を中心に活動を展開し、各支店内に「環境保全分科会」を組

織。活動をボトムアップする。 

・ 環境保全活動委員会で燃費年間目標を検討、環境管理推進委員会の承認を経

て展開、分析・管理されたものは各支店にて教育に応用。 

・ 燃費目標に達していない 4 割のドライバーには、デジタコ評価に基づいた個

別指導を強化。 

・ 副次効果として、事故の激減と年間修繕費の削減を実感。 

・ 支店のドライバーが環境保全分科会にてデジタコの評価をもとに意見交換を

行い、燃費結果の振り返りや改善提案をあげる。 

・ 分科会であげられた意見は現場に反映され効果が表れている。 

・ 社員全員が活動に参加できるよう、環境に関するイベント開催や実地教育機

会の設定など組織全体のサポート体制を整えることが継続に繋がっている。 

・ 次世代が安全安心で暮らせる社会のために、CO2 排出量削減は使命であると

考えており、エコドライブ活動以外でも環境に考慮して業務にあたっている。 

・ 近年、活動推進委員会のメンバー入れ替えにより若返り現象が生じており、活

動の軸足が次世代に引き継がれている。 

・ 「輸送効率化」「モーダルシフト推進」「積載率改善」等更なる燃費改善を図る。 

＜講演資料抜粋＞ 

  

  



(2) 2024 年度エコドライブ活動コンクール一般部門 

環境大臣賞受賞事業者の発表 

 

【株式会社利根川産業】 

『エコドライブへの取組  

持続可能な事業運営のためのテクノロジー活用と SDGs の融合』 

株式会社利根川産業 取締役部長 利根川 靖 氏 

＜講演概要＞ 

・ 一般・産業廃棄物の回収およびリサイクルを担い、回収後のごみをリサイクル

しフレークやペレットへの加工事業を行う。 

・ すべての人に快適でクリーンな世界を提供することをミッション、働き甲斐

のある会社づくりをおこなうことをビジョン、チームワークあふれる組織風

土をつくることをバリューとし、この理念の基、全社で SDGs 経営に取り組む。 

・ 2003 年からデジタコを導入、2011 年より本格的にエコドライブを始める。 

・ 社内にエコドライブ推進組織を設置、計画・実行・評価を行う。 

・ デジタコで 3K(急発進・速度超過・急減速)をモニタリング、改善指導を実施。 

・ 無駄なアイドリング防止のため、廃棄物の回収を最適化し作業時間を削減。 

・ 業務管理プラットフォーム「kintone」で燃費データを管理、燃費の改善率や事

故減少数などを可視化、CO2 排出量は、現在ピーク時の 23%削減。 

・ GPS 搭載タブレットの収集運搬システムにて走行軌跡の可視化、効率的なル

ート選択が可能となり、無駄な走行の減少と燃料消費を最適化する。 

・ 教育とモチベーション管理を継続し、エコドライブ実施を推進。 

・ 社内表彰制度で優秀なドライバーの燃費基準の改善率や 3K の数値等を評価。 

・ チャットツール「LINE WORKS」を活用、社内の情報共有をはじめ、運転状況

の迅速なフィードバックやドライバー教育のコンテンツ(KYT・事故指導・

Respect The Law38)を実施、教育指導の時間効率化につながる。 

・ 地域の環境教育に参加し、エコドライブ活動を広める。 

＜講演資料抜粋＞ 

  

  



(3) 2024 年度エコドライブ活動コンクール支援ビジネス・ユニーク部門 

審査委員長特別賞受賞事業者の発表 

 

【沖縄トヨタ自動車株式会社】 

『燃費王 ～FUN TO ECO DRIVE～』  

沖縄トヨタ自動車株式会社 平良 優之介 氏 

＜講演概要＞ 

・ 2022 年沖縄のトヨタ販売店 4 社が統合。沖縄トヨタ自動車株式会社に吸収・

合併。新たにモビリティーカンパニーとして事業を展開。 

・ 年間新車登録台数(2023 年,除軽)は 14,729 台で、沖縄県内の 50%を超える。 

・ 沖縄県の世帯当たりの自動車保有台数は全国平均より多く、観光客による自

動車(レンタカー・タクシー・バス等)の利用も多いため、交通渋滞が深刻化。 

・ 交通死亡事故 0 とカーボンニュートラルの達成で、沖縄の美しい自然環境を

次世代に残すことに貢献する。 

・ 燃費王サイトにて、社員の燃費管理分析を行い、ランキングなども掲示。 

・ エコドライブに関する情報をメールで社内に発信、社内研修などでも資料を

用いて日常的に社員教育を行う。 

・ 社内キャンペーン「エコドライブ強化月間」では期間中の燃費王サイト利用率

や燃費達成者率を部署ごとに競う。 

・ 燃費、事故件数ともに効果が表れている。 

・ スマイルライスプロジェクトでは、他の企業と連携し、エコドライブを行うこ

とで溜まる「エコポイント」を支援金として換金、こども食堂にお米券を寄付。 

・ 沖縄県交通遺児育成会や、島々の医療をつなぐ NPO 法人メッシュ・サポート

に寄付贈呈。 

・ 国連エコドライブカンファレンスに参加。 

・ 一般ドライバー向けに燃費王決定戦を開催、トヨタの HV 車で燃費を競う。 

・ 沖縄県の大会から現在九州のトヨタ販売店と連携し九州沖縄大会に発展。 

＜講演資料抜粋＞ 

  

  



(4) 2024 年度エコドライブ活動コンクール事業部門 

優秀賞受賞事業者の発表 

 

【さいたま市役所】 

『エコドライブ活動に関する取り組み』 

さいたま市役所 主査 米澤 義徳 氏 

＜講演概要＞ 

・ 人口約 135 万人、面積 217 ㎢。平成 13(2001)年 5 月に浦和市・大宮市・与野市

の 3 市合併により誕生する。平成 17(2005)年 4 月には岩槻市と合併。平成

15(2003)年 4 月に全国で 13 番目の政令指定都市に移行する。 

・ 職員数は 16,322 人(令和 6 年(2024)年 4 月 1 日現在)車両台数は 1,207 台(令和

5(2023)年度中の保有台数)。 

・ 平成 17 年 2 月に「さいたま市交通環境プラン」を策定、平成 20 年 10 月 17 日

に「さいたま市生活環境の保全に関する条例」を制定するなどエコドライブに

関する規定を設けることでエコドライブ活動のきっかけとする。 

・ 市民や事業者へのエコドライブ普及の前に市職員がエコドライブに取り組む

よう平成 20 年 4 月 1 日に「さいたま市エコドライブ取組方針」を策定し、自

動車学校のエコドライブ研修に参加するなど、エコドライブ教育を実施。 

・ 通勤時はスマート通勤＝エコ通勤(原則マイカーを使用しない)＋エコドライ

ブ通勤(やむをえずマイカー通勤をする場合は、必ずエコドライブで)をするよ

う「さいたま市スマート通勤取組方針」を策定。 

・ 毎月 22 日を「エコドライブの日」とし、職員に啓発を行っているほか、市民

や事業者に向けて、エコドライブシミュレーターやパネル展示など公的機関

である強みを生かし、エコドライブの普及のために、さまざまなイベントや紙

媒体(市報・公共施設掲示板など)・電子媒体(ホームページ・SNS・TV など)を

通じて啓発活動を展開。 

・ さいたま市を含む九都県市においても、講習会やデジタルサイネージによる

啓発を行い、広域的に活動の幅を広げる。 

＜講演資料抜粋＞ 

 


